A Study on the Distribution and Variety of Otaue（ 2）: Descriptions of Otaue Contained within Books, Papers and Magazine Articles by TAKANO, Hiroshi
岡山大学大学院社会文化科学研究科紀要
第48号　2019年12月　抜刷
Journal of Humanities and Social Sciences
Okayama University Vol. 48 2019
髙　野　　　宏
TAKANO, Hiroshi
A Study on the Distribution and Variety of Otaue （2）:








































































地域 形式 地域での名称 大田植の記述（儀式の内容，開催状況，由来など） 出典
日野郡多里村 仕事田 田植組による労働としての大田植 石塚(1950）
日野郡多里村多里・新屋 仕事田 田植組による労働としての大田植 石塚(1950）





日野郡日野上村宮内 仕事田 田植組による労働としての大田植 石塚(1950）
日野郡日野上村霞 牛供養 代掻きの一番牛になるためには米10俵を出すのが通例 牛尾(1969)
日野郡阿毘縁村 仕事田 田植組による労働としての大田植 石塚(1950）
鹿足郡津和野町畑ヵ迫 田楽 田囃子／丘囃子 代みての行事，夏祭，あるいは何らかの特別な催し物の日に行われる 牛尾(1962)
〃 田楽 丘囃子／庭つづみ 牛が出ず，早乙女も代表者２名のみで，大太鼓等の囃子だけが参加 矢富(1966)
鹿足郡蔵木村初見新田 仕事田 田植組による労働としての大田植 石塚(1950）
〃 ― 安芸石見系の田植本 友久(1972)
益田市梅月 田楽 田囃子／丘囃子 代みての行事，夏祭，あるいは何らかの特別な催し物の日に行われる 牛尾(1962)
〃 田楽 丘囃子／庭つづみ 牛が出ず，早乙女も代表者２名のみで，大太鼓等の囃子だけが参加 矢富(1966)
益田市上種 田楽 田囃子／丘囃子 代みての行事，夏祭，あるいは何らかの特別な催し物の日に行われる 牛尾(1962)
〃 田楽 丘囃子／庭つづみ 牛が出ず，早乙女も代表者２名のみで，大太鼓等の囃子だけが参加 矢富(1966)
益田市下種 田楽 田囃子／丘囃子 代みての行事，夏祭，あるいは何らかの特別な催し物の日に行われる 牛尾(1962)
〃 田楽 丘囃子／庭つづみ 牛が出ず，早乙女も代表者２名のみで，大太鼓等の囃子だけが参加 矢富(1966)
益田市赤雁 田楽 田囃子／丘囃子 代みての行事，夏祭，あるいは何らかの特別な催し物の日に行われる 牛尾(1962)
〃 田楽 丘囃子／庭つづみ 牛が出ず，早乙女も代表者２名のみで，大太鼓等の囃子だけが参加 矢富(1966)
益田市大草 田楽 田囃子／丘囃子 代みての行事，夏祭，あるいは何らかの特別な催し物の日に行われる 牛尾(1962)
〃 田楽 丘囃子／庭つづみ 牛が出ず，早乙女も代表者２名のみで，大太鼓等の囃子だけが参加 矢富(1966)
益田市鎌手 ― 安芸系・小笠原流以外の田植本（主に備後系） 山路(1966)
美濃郡美都町久原 ― （田植歌の採譜） 内田(1972)








村 仕事田 田植組による労働としての大田植 石塚(1950）






美濃郡匹見町道川 田楽 田囃子／丘囃子 代みての行事，夏祭，あるいは何らかの特別な催し物の日に行われる 牛尾(1962)
〃 田楽 丘囃子／庭つづみ 牛が出ず，早乙女も代表者２名のみで，大太鼓等の囃子だけが参加 矢富(1966)
〃 仕事田 田植組による労働としての大田植 石塚(1977）
美都町宇丸茂 田楽 田囃子／丘囃子 代みての行事，夏祭，あるいは何らかの特別な催し物の日に行われる 牛尾(1962)
〃 田楽 丘囃子／庭つづみ 牛が出ず，早乙女も代表者２名のみで，大太鼓等の囃子だけが参加 矢富(1965)
美都町宇津川 田楽 田囃子／丘囃子 代みての行事，夏祭，あるいは何らかの特別な催し物の日に行われる 牛尾(1962)







〃 囃田 （写真のみ） 本田(1996)
〃 田楽 丘囃子／庭つづみ 牛が出ず，早乙女も代表者２名のみで，大太鼓等の囃子だけが参加 矢富(1966)
〃 囃田 かつては田の神の神座であったと思われる立桶を立てる 萩原(1969)
〃 囃田 （写真のみ） 石塚(1975)









〃 ― （田植歌の採譜） 内田(1972)
〃 ― （田植歌の採譜） 内田(1978)
〃 ― （サンバイ棚の紹介） 牛尾(1955)










〃 田楽 丘囃子／庭つづみ 牛が出ず，早乙女も代表者２名のみで，大太鼓等の囃子だけが参加 矢富(1966)
〃 ― 安芸系・小笠原流以外の田植本（主に備後系） 山路(1966)
〃 ― 西石見型の田植本 友久(1972)
那賀郡弥栄村 ― （田植歌の採譜） 内田(1972)
〃 ― （田植歌の採譜） 内田(1978)
那賀郡弥栄村長安本郷 囃田 長安本郷の大代 「サンバイ棚」「田主の棚」という二つの棚が作られる三隅町黒沢と同じく「牛立」を行う 牛尾(1969)
那賀郡弥栄村木都賀 田楽 田囃子／丘囃子 代みての行事，夏祭，あるいは何らかの特別な催し物の日に行われる 牛尾(1962)
那賀郡木束 田楽 丘囃子／庭つづみ 牛が出ず，早乙女も代表者２名のみで，大太鼓等の囃子だけが参加 矢富(1966)
那賀郡弥栄村安城 田楽 田囃子／丘囃子 代みての行事，夏祭，あるいは何らかの特別な催し物の日に行われる 牛尾(1962)
〃 田楽 丘囃子／庭つづみ 牛が出ず，早乙女も代表者２名のみで，大太鼓等の囃子だけが参加 矢富(1966)
那賀郡金城村追原 田楽 田囃子／丘囃子 代みての行事，夏祭，あるいは何らかの特別な催し物の日に行われる 牛尾(1962)
〃 田楽 丘囃子／庭つづみ 牛が出ず，早乙女も代表者２名のみで，大太鼓等の囃子だけが参加 矢富(1966)
那賀郡金城村下来原 田楽 田囃子／丘囃子 代みての行事，夏祭，あるいは何らかの特別な催し物の日に行われる 牛尾(1962)










地域 形式 地域での名称 大田植の記述（儀式の内容，開催状況，由来など） 出典
那賀郡金城村七条 囃田 三浦家の大田植にはハシマ出の儀礼がある 牛尾(1972)
那賀郡金城町波佐 ― 安芸石見系の田植本 友久(1972)
那賀郡旭町今市 田楽 田囃子／丘囃子 代みての行事，夏祭，あるいは何らかの特別な催し物の日に行われる 牛尾(1962)
〃 田楽 丘囃子／庭つづみ 牛が出ず，早乙女も代表者２名のみで，大太鼓等の囃子だけが参加 矢富(1966)














〃 ― （田植歌の採譜） 内田(1972)
〃 ― （田植歌の採譜） 内田(1978)
〃 ― 安芸系の田植本 山路(1966)
〃 ― 安芸石見系の田植本 友久(1972)
邑智郡石見町日和村 ― 安芸系の田植本 山路(1966)
邑智郡川本町 ― （田植歌の採譜） 内田(1978)
邑智郡川本町三原 ― 小笠原流の田植本 山路(1966)
〃 ― （田植歌の採譜） 内田(1978)
邑智郡川本町因原 ― 安芸系の田植本 山路(1966)
邑智郡川本町三谷 囃田／仕事田 木村家の大田植えの労働力構成を記載サゲ３人，ササラ１人，代掻き12人，早乙女30人など 矢富(1966)






〃 囃田／仕事田 大田植え 上田家の大田植えの労働力構成を記載胴頭１人，鼓・小太鼓若干人，拍子木１人，代掻き14人，早乙女35人等 矢富(1966)
〃 囃田／仕事田 有力な家である熊谷・木村家では，田植組とは別に自家の田植の日を決め，サゲの入った歌謡田植を行っていた 田中・牛尾(1971)
〃 ― 小笠原流の田植本 友久(1972)
邑智郡石見町矢上 仕事田 田植組による労働としての大田植 石塚(1950）
〃 囃田 代掻き牛には花田鞍の代わりにサバを一匹ずつ背負わせる 酒井(1958)
〃 ― 安芸石見系の田植本 友久(1972)
〃 囃田 囃子田 江戸時代（170-180年前，1979年当時）に三谷村の利エ門・利蔵親子が囃子田を見学，「牛しばり」の代を掻いて名声を博した 牛尾(1979)
邑智郡石見町矢上村後原 ― 安芸系の田植本 山路(1966)
邑智郡石見町中野 ― 安芸系の田植本 山路(1966)
〃 ― 安芸石見系の田植本 友久(1972)
邑智郡石見町中野村森実 ― 安芸系の田植本 山路(1966)
邑智郡石見町中野村茅場 ― 安芸系の田植本 山路(1966)
邑智郡羽須美村阿須那 ― 安芸系の田植本 山路(1966)
邑智郡矢上村鹿子原 仕事田 田植組による労働としての大田植 石塚(1950）
邑智郡布施村 ― 安芸系・小笠原流以外の田植本（主に備後系） 山路(1966)
邑智郡桜江町 ― 小笠原流の田植本 友久(1972)
邑智郡桜江町長戸路 ― 小笠原流の田植本 友久(1972)
邑智郡桜江町谷住郷 ― 小笠原流の田植本 山路(1966)
邑智郡桜江町長谷村井沢 ― 安芸系・小笠原流以外の田植本（主に備後系） 山路(1966)
大田市大代町 田楽 田囃子 田植の田楽団だけでなく長刀使いや杖使いがいて，もう田の中で行わなくなり，完全に神事芸能化している 芳賀(1962)＊
〃 仕事田／田楽 仕事田での田植歌よりも，宮座における「田植ばやし」が明らかに主流 内田(1965)









〃 田楽 田植囃子 田を離れて地上で演じられる所作が労働を離れて完全な演技となっている 横田(1985)
〃 ― 囃し田形式の田植歌が残存 横田(1987b)
〃 田楽 田植囃子 田植時の豊年を祈る行事であるが，陸上で踊られる 本田(1996)
大田市大森町大代 ― 安芸系の田植本 山路(1966)
大田市大森町飯谷 ― 小笠原流の田植本 山路(1966)
大田市大森町白坏 ― 小笠原流の田植本 山路(1966)
飯石郡来島村奥小田 仕事田 田植組による労働としての大田植 石塚(1950）
飯石郡赤木町 ― （田植歌の採譜） 内田(1972)
飯石郡赤名 ― （田植歌の採譜） 内田(1972)








飯石郡頓原町角井 ― 出雲備後系の田植本 友久(1972)
飯石郡吉田村民谷 仕事田 田植組による労働としての大田植 石塚(1950）







地域 形式 地域での名称 大田植の記述（儀式の内容，開催状況，由来など） 出典
飯石郡楨原村花栗 安芸系・小笠原流以外の田植本（主に備後系） 山路(1966)































多伎町 囃田 花田植え 中国地方で広く行われていたものが地域特有のものに変化豪農などが早乙女たちを慰労する行事として開催 尊鉢(2017)
簸川郡佐田村 田楽 田囃し 出雲大社の奉納神事として行う同地の田囃しを含む大田植が最も古形で，徐々に広島方面に伝播
宝塚歌劇団(1959a,
b)＊
〃 牛供養 牛供養 「牛供養の田うへうたの次第」と題された田植歌の歌本が残されている 田中(1987)
簸川郡山口村 仕事田 田植組による労働としての大田植 石塚(1950）
簸川郡山口村山口 仕事田 田植組による労働としての大田植 石塚(1950）
簸川郡窪田村橋波 仕事田 田植組による労働としての大田植 石塚(1978）






仁多郡馬木村 仕事田 田植組による労働としての大田植 石塚(1950）
仁多郡馬木村大馬木・大
峠 仕事田 田植組による労働としての大田植 石塚(1950）

















〃 田楽 頭打ち 大正期に牛供養が衰退した後，牛供養の踊りを風流化 髙野(2018b)
阿哲郡神郷町 ？ 広島県安芸地方の囃田と比べて素朴かつ原始的 神野(1984)＊
阿哲郡哲西町 仕事田 太鼓田 仕事田を太鼓打ち，田植歌を歌いながら行うのが一般的で，全戸残らずそれが行われていた（枠植への移行で1956年頃から衰退） 難波(1966)
〃 ？ 広島県安芸地方の囃田と比べて素朴かつ原始的 神野(1984)
阿哲郡神代村 仕事田 田植組による労働としての大田植 石塚(1950）
阿哲郡哲多町 ― （田植歌の採譜） 内田(1978)
〃 ？ 広島県安芸地方の囃田と比べて素朴かつ原始的 神野(1984)＊
阿哲郡哲多町田端 ― 出雲備後系の田植本 友久(1972)
阿哲町紋屋 ― 出雲備後系の田植本 友久(1972)
川上郡備中町 ― 出雲備後系の田植本 友久(1972)




























地域 形式 地域での名称 大田植の記述（儀式の内容，開催状況，由来など） 出典







〃 囃田 大田植 田植のあった夜に「さなぶり」として宴会を行う 芳賀(1965)＊
〃 囃田 花田植 （写真のみ） 本田(1996)
〃 囃田 花田植 芳賀(1997b)＊
山県郡千代田町壬生 囃田 花田植 新藤(1956)
〃 囃田 壬生の花田植 酒井(1958)
〃 囃田 （演目「花田植」のための取材について） 宝塚歌劇団(1959a,b)＊







〃 囃田 壬生の大田植 （写真のみ） 新藤(1964)
〃 囃田 壬生の花田植 山と渓谷社(1967)
〃 久枝(1969)
〃 囃田 壬生の花田植 芳賀(1969)＊
〃 囃田 壬生の花田植え （写真のみ） 牛尾(1969)















〃 ― （田植歌の採譜） 内田(1978)
〃 囃田 壬生の花田植 内田(1988)
〃 囃田 大朝町新庄よりも牛・早乙女の数が多いが，観光化が一段と進む 野本(1990)
〃 囃田 壬生の花田植 齊藤(1991)＊






































〃 囃田 壬生の花田植 建設省広報協議会(1998)＊
〃 囃田 壬生の花田植 （大学ゼミでの花田植体験記） 山崎(2000)＊
〃 囃田 壬生の花田植え 岡村(2000)＊
〃 囃田 壬生の花田植 宇井(2002)＊
〃 囃田 壬生の花田植 植木(2009)
〃 囃田 壬生の花田植 小沢(2012)＊
〃 囃田／田楽 壬生の花田植 壬生田楽団は囃田を披露するだけでなく，田楽競演大会に出場 松井(2012)























































〃 囃田／田楽 川東の囃し田 橋本(1996)と同内容 橋本(2014[1997])



















〃 囃田 一乗寺立川家の1919年の『格式帳』より，当時より田鼓が「舞踊的な身体表現行っていた可能性がある 松井(2010)









山県郡千代田町八重 囃田 戦前は大地主の田やお宮の田の田植で行った 芳賀(1962)＊
〃 囃田 安永年間書写の『格式帳』より，当時の囃田でも，囃子方が白い房のある撥を巧みに回し「揺れ動く所作」をしていた 真鍋(1971)
〃 囃田 安永年間書写の『格式帳』より，囃し手は早乙女より多く，巧みに白い房のある拍子木を回していたことが分かる 植木(2009)
山県郡千代田町入庭 囃田 （苗取りの写真のみ） 新藤(1964)
山県郡千代田町南方 ― 安芸石見系の田植本 友久(1972)












山県郡千代田町石井谷 囃田 「国郡志御用ニ付下調書出帳」に，手作りの田が多い者が百姓を集めて，太鼓やささらで囃す田植をしている旨が記されている 藤井(1995a)
山県郡大朝町新庄 囃田 囃し田 囃し田は午前4-5時に始まり，日暮れに終わる早乙女たちは晴れの衣装に赤たすきで参加する
日本青年館(1928)
＊
〃 囃田／田楽 （1928年「郷土舞踊大会」の見聞記事） 岩橋(1928b)
〃 囃田 囃し田 囃し田は午前4-5時に始まり，日暮れに終わる田植歌は時間の経過とともに，時刻に合わせたものが歌われる 及川(1934)








地域 形式 地域での名称 大田植の記述（儀式の内容，開催状況，由来など） 出典
山県郡大朝町新庄 囃田 花田植 （1961年開催時の見聞記録） 田中(1961)
〃 囃田 囃し田 戦前は大地主の田やお宮の田の田植で行った 芳賀(1962)＊
〃 囃田 花田植 （写真のみ） 新藤(1964)
〃 囃田 囃し田 ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ東京大会組織委員会(1964)＊
〃 囃田 久枝(1969)
〃 ― （田植歌の採譜） 内田(1972)















〃 囃田 新庄の囃田 横田(1985)
〃 囃田 新庄の囃田 （1986年開催時の見聞記録） 横田(1987a)
〃 囃田 新庄の囃田 囃し田形式の田植歌が残存 横田(1987b)













〃 囃田 新庄の囃子田 本田(1992)
〃 囃田 新庄のはやし田 「国郡志下調帳」にさんばい祭りとはやし田の記載あり1952年に国指定，制度が改まり1959年に改めて県指定を受ける 真下(1992)
〃 囃田 囃し田 本田(1995)

















〃 囃田 新庄のはやし田 小沢(2012)＊
〃 囃田 新庄のはやし田 松井(2012)








〃 囃田 はやし田 通常は馬鍬を付けずに代を掻く 石垣(2014)
〃 囃田 新庄のはやし田 田植歌の曲調が他に比べて際立って速い 森(2014)
山県郡大朝町枝の宮 ― （田植歌の採譜） 内田(1978)























〃 囃田 藤井(1991)と同内容 藤井(1995a)
〃 囃田 大正時代の岡崎家の田植では，牛40頭，早乙女70-80人をはじめ，総勢約190人が参加 藤井(1995b)＊
高田郡吉田町 囃田 囃し田形式の田植歌が残存 田川(1953)







地域 形式 地域での名称 大田植の記述（儀式の内容，開催状況，由来など） 出典
高田郡吉田町多治比 明和年間における丸屋の歌謡田植を『家業考』から紹介 松尾(1981)
























〃 囃田 原東大花田植 松井(2012)
〃 囃田 原東大花田植 森(2014)






山県郡北広島町阿坂 田楽 阿坂婦人田楽 1952年に民謡の先生に教わり，田楽の振り付けを改良 松井(2010)
































〃 ― 安芸石見系の田植本 友久(1972)











山県郡豊平町吉坂 ― 安芸石見系の田植本 友久(1972)
山県郡美和村 仕事田 田植組による労働としての大田植 石塚(1980）
山県郡加計町 ― （田植歌の採譜） 内田(1972)
〃 ― （田植歌の採譜） 内田(1978)
高田郡 （「国郡志下調べ帳」の記述）田植組による仕事としての大田植，大規模な娯楽としての大田植の記述が共にある 友久(1979)
高田郡丹比村 ― （田植歌の採譜） 内田(1972)
〃 ― （田植歌の採譜） 内田(1978)
高田郡美土里町本郷（本
村） ― （田植歌の採譜） 内田(1972)
〃 ― （田植歌の採譜） 内田(1978)
〃 囃田 本郷のはやし田 「国郡志御用ニ付書出帳」に囃田の記載あり，1973年に県指定 真下(1992)
〃 囃田 田の神を迎えて田植をする構成・進行は壬生や新庄のものと大きな違いはない 藤井(1995a)
高田郡美土里町生桑 仕事田 田植組による労働としての大田植 石塚(1950）
〃 囃田 生桑のはやし田 「国郡志御用ニ付書出帳」に囃田の記載あり，1973年に県指定 真下(1992)
〃 囃田 田の神を迎えて田植をする構成・進行は壬生や新庄のものと大きな違いはない 藤井(1995a)













地域 形式 地域での名称 大田植の記述（儀式の内容，開催状況，由来など） 出典
高田郡美土里町生田 囃田 田の神を迎えて田植をする構成・進行は壬生や新庄のものと大きな違いはない 藤井(1995a)
高田郡美土里町北 ？ 「北ぶし」の発祥地であるが，現在（1995年）は消滅 藤井(1995a)
高田郡高宮町来原 ― （田植歌の採譜） 内田(1967)
〃 ― （田植歌の採譜） 内田(1972)
高田郡高宮町川根 ― 安芸石見系の田植本 友久(1972)






〃 囃田 囃子田 神事を行う神主，三把苗持ちの他，立人，囃子方，早乙女が参加 牛尾(1969)
〃 囃田 田の神降ろしの音曲は「赤名ぶし」で行われ，歌大工がササラをすり，囃子方が腰鼓を打つ 牛尾(1969)＊























高田郡井原村 仕事田 （「国郡志下調べ帳」の記述）田植組による大田植でも歌謡を伴う田植を行っていた。ただし，囃子道具を入れず，歌のみの場合もあった 友久(1979)
〃 仕事田 友久(1979)と同内容 友久(1997)
高田郡深瀬村 仕事田 （「国郡志下調べ帳」の記述）田植組による大田植でも歌謡を伴う田植を行っていた。ただし，囃子道具を入れず，歌のみの場合もあった 友久(1979)
〃 仕事田 友久(1979)と同内容 友久(1997)
高田郡市川村 囃田 囃子田 （「国郡志下調べ帳」の記述）「有徳人大田」には囃子田といって，ほら貝や笛，太鼓，鉦の入った賑やかな田植があった 友久(1979)
〃 囃田 友久(1979)と同内容 友久(1997)
高田郡栗谷村 牛供養 牛供養 本山(1934)
高田郡本村字浜松 仕事田 田植組による労働としての大田植 石塚(1949）
高田郡三田村 囃田 「国郡志下調帳」に大田植（囃田）の記載 及川(1934)
高田郡坂村 囃田 「国郡志下調帳」に大田植（囃田）の記載 及川(1935)








































安佐 囃田 サゲ（前立ともいう）が田植歌の音頭出し役として，華やかな衣装を着る 柳田(1937）
安佐郡安佐村鈴張 ― 安芸石見系の田植本 友久(1972)







地域 形式 地域での名称 大田植の記述（儀式の内容，開催状況，由来など） 出典
安佐郡佐東町八木 ― 安芸石見系の田植本 友久(1972)
佐伯郡吉和村 田植組による労働としての大田植 石塚(1979）
賀茂郡有田村 ― 高田郡型の田植本 友久(1972)
尾道市道在 ？ 西原南野の旅日記に「太鼓を打，鉦をならし，笛を吹，太鼓をうつものは手笠にて音頭を取様子也」とある 岩橋(1928a)
甲奴郡総領町稲草 ― 出雲備後系の田植本 友久(1972)
双三郡河内村 牛供養 牛供養 本山(1934)









〃 ― 高田郡型の田植本 友久(1972)
双三郡布野村 仕事田 田植組による労働としての大田植 石塚(1950）
双三郡布野村捨金 仕事田 田植組による労働としての大田植 石塚(1950）
庄原市 ― （田植歌の採譜） 内田(1972)







〃 ― （田植歌の採譜） 内田(1978)
〃 牛供養 藤井(1982)
〃 牛供養 大山供養田植 広島県無形民俗文化財に指定 藤井(1991)
〃 牛供養 大山供養田植 塩原の石神社前の田で開催される，1968年に県指定 真下(1992)





















〃 牛供養 塩原の大山供養田植 太鼓田への情熱が牛供養を支えた 植木(2009)











比婆郡西城町八鳥 牛供養 牛供養花田植 道行の前に，牛の順番を決める競りが存在（昔は米数俵を賭けた。1991年開催時には10番牛までは競り，それ以下はくじ引きで決定） 藤井(1992)






比婆郡西城町別所 牛供養 牛供養 1935年に牛供養が開催され，近郷から参加者が集まった 髙野(2010)
比婆郡油木村 仕事田 田植組による労働としての大田植 石塚(1950）
比婆郡高野町 仕事田 田植組が残っている一部の集落（上里原下組など）で田植歌を歌いながら労働として田植をする（1962年当時） 友久・湯之上(1962)
〃 ― （田植歌の採譜） 内田(1972)
〃 ― （田植歌の採譜） 内田(1978)
比婆郡高野町和南原 ― 出雲備後系の田植本 友久(1972)
比婆郡高野村高暮 仕事田 田植組による労働としての大田植 石塚(1950）
比婆郡比和町 ― （田植歌の採譜） 内田(1978)







〃 牛供養 牛供養田植 代掻きに際して「代布令」が綱手や牛・牛の出品者を紹介する牛の供養が眼目であるため，牛の鞍は素朴なもの 浅野(1983)







〃 牛供養 供養田植 代掻きに際して「代布令」主な牛の出品者を紹介する 藤井(1995a)

















神石郡油木町 ― （田植歌の採譜） 内田(1972)
〃 ― （田植歌の採譜） 内田(1978)
神石郡油木町新坂 ― 出雲備後系の田植本 友久(1972)






〃 牛供養 大仙牛供養田植 1936年に青木氏を総頭取とした牛供養を開催 牛尾(1966)
〃 牛供養 供養田植 萩原(1966)
〃 ― （田植歌の採譜） 内田(1972)
〃 牛供養／仕事田 供養田植／太鼓田 内田(1972)と同内容 内田(1974)







〃 牛供養 供養田植 藤井(1995a)
〃 ― （早乙女の「洗ひ川」の写真） 本田(1996)






〃 牛供養 大仙供養田植え （写真のみ） 牛尾(1969)
〃 牛供養 供養田植 広島県無形民俗文化財に指定 藤井(1991)






〃 牛供養 牛供養／供養田植 比較的裕福な農家が主催主催者からの振舞いと参加者の主催者への尊敬が特徴 髙野(2007)
吉敷郡柚野村 仕事田 田植組による労働としての大田植 石塚(1950）
吉敷郡柚野村釣山 仕事田 田植組による労働としての大田植 石塚(1950）
吉敷郡仁保村 仕事田 田植組による労働としての大田植 石塚(1950）
阿武郡阿東町生雲 ― （田植歌の採譜） 内田(1972)
阿武郡地福村地福 仕事田 田植組による労働としての大田植 石塚(1950）
徳山市長穂 ― オロシ脱落系の田植本 友久(1972)
〃 ― 出雲備後系の田植本 友久(1972)



















愛媛県上浮穴郡久万町 ― 囃し田形式の田植歌が残存 上西(1996)
高知県高岡郡窪川町仁井
田地区・若井地区 ― 囃し田形式の田植歌が残存 上西(1997)
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